Realism and Tragedy : A Critical Study of Tragedy in the Victorian Novel by Jeannette King by 笠原 保一
長野大学紀要 第13巻第第2･3号合併号 147-157頁 1991
リアリズムと悲劇
J.キシグ著 『ヴィクトリア朝小説における悲劇性』についての批評的考察
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笠原保- リアリズムと悲劇 J.キング著 『ヴィクトリア朝小説における悲劇性』についての批評的考察 157
のもつあらゆる可能性とともに､まことに悲しむべ (ChattoandWindus,1963).山本和平他訳､『田舎
き限界を同時に表すものなのである｡｣と述べてい と都会』(晶文社､1985)､p.282｡ちなみに､スーと
る｡R.B.Sewal,TheI/ぬionofTylqedy,(ValeU. はシューの別の呼び方である｡
Pリ1959).上野直蔵監訳､『悲劇の探求』(南雲堂､ 01)TerryEagleton,"Introduction,"toJudethe
1978)､p.169. Obscure,(Macmilan,1974),pp.13-14.
(10)RaymondWiliams,TheCounわツandtheCity,
ー105-
